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〔第１問〕（配点：５０）  

農薬の製造販売を業とするＸは、農薬取締法所定の審査・登録を要する農薬の発明について

日本特許権（以下「本件特許権１」という。）を有しており、この特許発明の実施品である農薬

Ｐを製造販売している。  

Ｘは、本件特許権１のほか、農薬等の作物残留試験を行うための検査・実験装置の発明につ

いて日本特許権（以下「本件特許権２」という。）とこれに対応するＡ国特許権を有している。

Ｘは、この特許発明の実施品である装置Ｑを、農薬の作物残留問題に関心の高いＡ国でのみ先

行して市場投入することとした。ＸのＡ国子会社Ｚは、Ｘの許諾の下、装置ＱをＡ国でのみ製

造販売している。Ｚは、Ｘの指示で、「当社の全製品のＡ国外への無断輸出及びＡ国外での無断

使用を禁じる」旨の 表示を、製品それ自体には表示することなく、Ｚのウェブサイトにのみ掲

載した。  

農薬の製造販売を業とするＹ１は、農薬Ｐと有効成分等を全て同じくする農薬Ｒを本件特許

権１の存続期間経過後に製造販売する計画の下、農薬取締法所定の審査・登録を受けるために

必要な試験を外部の機関に依頼することとした。Ｙ１は、この試験のために、本件特許権１の

存続期間中に農薬Ｒを生産した（以下「行為①」という。）上で、その作物残留試験を研究所Ｙ

２に依頼した。Ｙ２は、Ａ国でＺから購入した者から転得した最新の装置Ｑを日本に輸入し、

これを農薬Ｒの作物残留試験に使用した（以下「行為②」という。）。 

その後、農薬取締法所定の審査の結果、Ｙ１は農薬Ｒについて登録を受けた。Ｙ１は、本件

特許権１の存続期間中であったため、農薬Ｒの販売のための製造こそ開始していないものの、

農薬Ｐを購入している業者に対し、「本件特許権１の存続期間経過後に農薬Ｒを販売する」旨を、

本件特許権１の存続期間中に申し出た（以下「行為③」という。）。 

 そこで、Ｘは、  

⑴ Ｙ１に対し、行為①について、本件特許権１の侵害を理由に、  

⑵ Ｙ２に対し、行為②について、本件特許権２の侵害を理由に、  

⑶ Ｙ１に対し、行為③について、本件特許権１の侵害を理由に、  

それぞれ損害賠償請求をした。  

以上の事実関係を前提として、以下の設問に答えなさい。なお、損害額について論じる必要

はない。また、農薬取締法固有の問題についても論じる必要はない。  

 

［設 問］ Ｘは、⑴⑵⑶において、それぞれ、どのような主張をすべきか。これに対するＹ１又

はＹ２の 反論として、どのような主張が考えられるか。それらの妥当性についても論じなさい。 

 

（法務省 HP より転載 https://www.moj.go.jp/content/001443626.pdf）
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第 １  設 問 (1)に つ い て  1 

１  Ｘ と Ｙ １ の 主 張  2 

Ｘ と し て は 、 農 薬 Ｒ は 農 薬 Ｐ と 有 効 成 分 等 が 全 て 同 じ で あ り 本 件 特3 

許 権 １ に 係 る 特 許 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 し て い る と し 、 当 該 農 薬 Ｒ を4 

「 製 造 」（ 特 許 法 ２ 条 ３ 項 １ 号 ）す る Ｙ １ の 行 為 ① は 、営 利 目 的 を も っ5 

て 特 許 発 明 を 実 施 す る も の で あ っ て 、 特 許 権 侵 害 （ 特 許 法 ６ ８ 条 ） に6 

あ た る 旨 を 主 張 す べ き で あ る 。  7 

こ れ に 対 し 、 Ｙ １ と し て は 、 農 薬 Ｒ の 製 造 は 、 本 件 特 許 権 １ の 存 続8 

期 間 経 過 後 に 製 造 販 売 す る 計 画 の 下 、 農 薬 取 締 法 所 定 の 審 査 ・ 登 録 を9 

受 け る た め に 必 要 な 試 験 の た め の も の で あ り 、 Ｙ １ の 行 為 ① は 、 特 許10 

法 ６ ９ 条 １ 項 の 「 試 験 又 は 研 究 の た め に す る 特 許 発 明 の 実 施 」 に 該 当11 

し 、 特 許 権 侵 害 と な ら な い と 主 張 す る こ と が 考 え ら れ る 。  12 

そ こ で 、 Ｘ と し て は 、 当 該 Ｙ １ の 主 張 に つ き 、「 試 験 又 は 研 究 」 は 、13 

技 術 進 歩 や 特 許 要 件 調 査 の た め の 試 験 ・ 研 究 に 限 ら れ る と し 、 Ｙ １ 行14 

為 ① は 「 試 験 又 は 研 究 」 に 該 当 し な い 旨 主 張 す べ き で あ る 。  15 

２  妥 当 性 － 試 験 ・ 研 究 該 当 性  16 

 特 許 法 ６ ９ 条 １ 項 は 、 適 用 対 象 と な る 「 試 験 又 は 研 究 」 に 特 段 の 制17 

限 を 設 け て い な い が 、 同 条 項 は 、 特 許 権 者 と 第 三 者 及 び 一 般 公 共 の 利18 

益 と の 調 査 を 図 っ た 規 定 で あ り 、 そ の 趣 旨 及 び 目 的 に 即 し て 「 試 験 又19 

は 研 究 」 該 当 性 を 具 体 的 に 検 討 す る べ き で あ る 。  20 

こ の 点 、 特 許 権 の 存 続 期 間 が 満 了 し た 後 は 、 何 人 で も 自 由 に そ の 発21 

明 を 利 用 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 社 会 一 般 が 広 く 益 さ れ る よ う22 

に す る こ と が 、 産 業 の 発 達 へ の 寄 与 を 目 的 （ 特 許 法 １ 条 ） と す る 特 許23 

典 型 的 な 論 点 を

取 り 上 げ て お り 素

直 な 問 題 と い え よ

う 。  

参 考 過 去 問 は 平

成 2 6 年 第 1 問 。  

適 用 肯 定 説 と し

て は 、医 薬 品 の 製 造

承 認 の た め の 試 験

に 関 す る 最 高 裁 平

成 11 年 4 月 1 6 日

判 決・グ ア ニ ジ ノ 安

息 香 酸 誘 導 体 事 件

（ 百 選 2 1 事 件 ）。  

解 答 と し て は 、真

正 面 か ら 最 高 裁 判

決 に 触 れ 、そ の 射 程

を 論 じ る の も よ い 。 
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制 度 の 根 幹 の 一 つ で あ る 。 そ し て 、 試 験 を 行 い 、 農 薬 取 締 法 所 定 の 審1 

査 ・ 登 録 を 受 け 、 そ の 製 造 ・ 販 売 ま で に 至 る に は 相 当 長 期 を 要 す る と2 

こ ろ 、 も し 特 許 権 の 存 続 期 間 中 に 必 要 な 試 験 を 行 え な い と す る と 、 存3 

続 期 間 が 満 了 し た 後 も 、 相 当 の 長 期 に わ た り 第 三 者 が 当 該 発 明 を 自 由4 

に 利 用 で き な く な り 、 そ の 分 特 許 権 者 は 独 占 状 態 を 維 持 で き る こ と と5 

な っ て 、 上 記 特 許 制 度 の 根 幹 に 反 す る 。   6 

そ の た め 、農 薬 取 締 法 所 定 の 承 認 申 請 に 必 要 な 試 験 は 、「 試 験 又 は 研7 

究 」 に 該 当 す る と 解 す べ き で あ り 、 Ｙ １ の 主 張 が 妥 当 で あ る 。  8 

第 ２  設 問 (2)に つ い て  9 

１  Ｘ 及 び Ｙ ２ の 主 張  10 

 Ｘ と し て は 、 装 置 Ｑ は 本 件 特 許 権 に 係 る 特 許 発 明 の 実 施 品 で あ り 、11 

こ れ を 日 本 に「 輸 入 」し 、「 使 用 」す る 行 為 ② は 、業 と し て 特 許 発 明 を12 

実 施 す る も の と し て 、 本 件 特 許 権 ２ を 侵 害 す る 旨 主 張 す べ き で あ る 。  13 

 こ れ に 対 し 、 Ｙ は 、 装 置 Ｑ は Ａ 国 で Ｘ の 子 会 社 Ｚ が 販 売 し た 真 正 品14 

（ 並 行 輸 入 品 ） で あ り 、 こ れ を 輸 入 ・ 使 用 す る 行 為 は 、 適 法 な 並 行 輸15 

入 で あ っ て 、 特 許 権 を 侵 害 し な い 旨 主 張 す る こ と が 考 え ら れ る 。  16 

２  妥 当 性 － 並 行 輸 入 ・ 黙 示 の 許 諾 論  17 

日 本 の 特 許 権 と Ａ 国 の 特 許 権 は 別 個 の 権 利 で あ り 、 Ａ 国 で の 真 正 品18 

の 販 売 を も っ て 日 本 国 の 特 許 権 が 消 尽 す る こ と は な い が 、 国 際 経 済 取19 

引 が 極 め て 広 範 囲 、 か つ 、 高 度 に 進 展 し つ つ あ る 現 状 に 照 ら せ ば 、 流20 

通 の 自 由 は 最 大 限 に 尊 重 さ れ る で あ る し 、 他 国 で 特 許 製 品 が 流 通 し た21 

場 合 に 、 当 該 製 品 が 日 本 国 に 輸 入 さ れ う る こ と は 当 然 に 予 測 さ れ る と22 

こ ろ で も あ る 。  23 

な お 、農 薬 取 締 法

所 定 の 審 査・登 録 の

た め の 試 験 に つ い

て 問 題 と な っ た も

の と し て 、東 京 地 裁

昭 和 6 2 年 7 月 1 0

日 判 決 あ り 。 但 し 、

最 高 裁 平 成 11 年 判

決 前 の も の で あ り 、

否 定 説 。  

最 高 裁 平 成 9 年

７ 月 1 日 判 決・Ｂ Ｂ

Ｓ 事 件 （ 百 選 2 6 事

件 ）の 応 用 問 題 。輸

出 禁 止 の 明 認 方 法

の 意 義 と 射 程 距 離

は 判 決 直 後 か ら 議

論 さ れ て い る 。  

 参 考 過 去 問 は 、平

成 2 3 年 第 1 問 。  
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そ こ で 、 外 国 に よ っ て 特 許 権 者 又 は 特 許 権 者 か ら 許 諾 を 得 た 者 に よ1 

っ て 販 売 さ れ た 真 正 品 に つ い て は 、 譲 受 人 及 び そ の 転 得 者 に 対 し 、 日2 

本 国 の 特 許 権 の 制 限 を 受 け な い で 支 配 す る 権 利 を 黙 示 的 に 授 与 さ れ た3 

も の と し て 、 当 該 製 品 の 日 本 へ の 輸 入 及 び 使 用 は 、 原 則 と し て 適 法 に4 

な る と 解 さ れ る （ 黙 示 的 許 諾 論 ）  5 

も っ と も 、 特 許 権 者 等 が 当 該 製 品 に つ い て 販 売 先 な い し 使 用 地 域 か6 

ら 日 本 を 除 外 す る 旨 を 譲 受 人 と の 間 で 合 意 し た 場 合 に は 、 黙 示 の 許 諾7 

の 根 拠 を 欠 き 、 当 該 製 品 に 特 許 権 の 効 力 が 及 ぶ も の と 解 す る 。 但 し 、8 

商 品 の 流 通 の 自 由 は 最 大 限 に 尊 重 さ れ る べ き で あ り 、 ま た 、 第 三 者 の9 

取 引 の 安 全 は 守 ら れ る べ き で あ る か ら 、 日 本 国 へ の 輸 出 禁 止 に つ い て10 

悪 意 で あ る 等 の 特 段 の 事 情 が な い 限 り 、 特 許 権 の 効 力 を 及 ぼ す に は 、11 

製 品 に 日 本 国 へ の 輸 出 禁 止 を 明 確 に 表 示 し て い る 必 要 が あ る 。  12 

以 上 を 本 問 に つ い て み る と 、Ｚ は 、Ｘ の 指 示 で 、「 当 社 の 全 製 品 の Ａ13 

国 外 へ の 無 断 輸 出 及 び Ａ 国 外 で の 無 断 使 用 を 禁 じ る 」 旨 の 表 示 を Ｚ の14 

ウ ェ ブ サ イ ト に 掲 載 し て い る の で あ る が 、 イ ン タ ー ネ ッ ト が 普 及 し た15 

現 在 に お い て も 、 商 品 購 入 に あ た り 販 売 会 社 の ウ ェ ブ サ イ ト を 参 照 す16 

る と は 限 ら ず 、 こ の こ と を も っ て 、 装 置 Ｑ が 日 本 へ の 輸 入 を 禁 止 さ れ17 

て い た こ と に つ い て Y２ が 悪 意 で あ っ た と は い え な い し 、ま た 、装 置 Ｑ18 

自 体 に そ の 旨 表 示 さ れ て い た も の と 同 視 で き る と も 評 価 で き な い 。  19 

し た が っ て 、 装 置 Ｑ を 輸 入 し 使 用 す る Ｙ ２ の 行 為 ② は 特 許 権 侵 害 と20 

な ら な い と 解 す る べ き で あ り 、 Ｙ ２ の 主 張 が 妥 当 で あ る 。  21 

第 ３  設 問 (3)に つ い て  22 

１  Ｘ 及 び Ｙ １ の 主 張  23 
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 Ｘ と し て は 、 Ｙ １ の 行 為 ③ は 本 件 特 許 権 １ の 存 続 期 間 中 に 、 本 件 特1 

許 権 １ の 特 許 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る 農 薬 Ｒ を 販 売 す る 旨 を 申 し 出2 

す る も の で あ り 、こ れ は 、特 許 発 明 の「 譲 渡 等 の 申 出 」（ 特 許 法 ２ 条 ３3 

項 １ 号 ） に あ た る か ら 、 特 許 権 侵 害 と な る 旨 主 張 す る べ き で あ る 。  4 

こ れ に 対 し 、 Ｙ １ に お い て は 、 存 続 期 間 経 過 後 の 販 売 は 特 許 権 侵 害5 

と な ら な い の で あ る か ら 、そ の た め の 申 出 に 過 ぎ な い 行 為 ③ も 、「 譲 渡6 

等 の 申 出 」 に あ た ら な い 旨 主 張 す る こ と が 考 え ら れ る 。  7 

２  妥 当 性 ― 「 譲 渡 等 の 申 出 」 該 当 性  8 

特 許 権 の 存 続 期 間 中 に 譲 渡 等 の 申 出 が な さ れ た 場 合 、 た と え そ れ が9 

期 間 経 過 後 の 譲 渡 等 を 内 容 と す る も の で あ っ て も 、 そ の 分 、 特 許 権 者10 

は 、 特 許 権 の 存 続 期 間 中 に お け る 販 売 機 会 を 喪 失 す る 可 能 性 が あ る 。   11 

ま た 、「 譲 渡 等 の 申 出 」は 、「 生 産 」や「 譲 渡 等 」と は 独 立 し て 、特 許12 

発 明 の 実 施 行 為 と し て 規 定 さ れ て お り（ 特 許 法 ２ 条 ３ 項 １ 号 ）、そ の 時13 

期 に つ い て 特 段 の 制 限 は な い 。  14 

し た が っ て 、 特 許 権 の 存 続 期 間 経 過 後 の 販 売 を 目 的 と す る 販 売 の 申15 

出 は 、「 譲 渡 等 の 申 出 」に あ た る と 考 え る 。な お 、譲 渡 等 の 申 出 が 存 続16 

期 間 経 過 後 ま で 行 え な い と す る と 、期 間 経 過 後 に 直 ち に 販 売 が で き ず 、17 

そ の 結 果 、事 実 上 特 許 期 間 を 延 長 す る こ と と な っ て 、設 問 (1)の 見 解 と18 

整 合 し な い の で は な い か も 問 題 と な り う る が 、 仮 に 販 売 ま で に タ イ ム19 

ラ グ が 生 じ た と し て も 、 農 薬 の 製 造 承 認 を 得 る た め に 必 要 な 試 験 期 間20 

と は 比 較 に な ら な い ほ ど 短 期 で あ り 、 や は り 上 記 結 論 が 妥 当 で あ る 。  21 

よ っ て 、 Ｘ の 主 張 が 妥 当 で あ る 。  22 

以上  23 

現 場 思 考 が 求 め ら

れ る 問 題 。肯 定・否

定 の い ず れ の 見 解

も あ り う る が 、肯 定

説 が 無 難 か 。１ ５ 行

目「 し た が っ て 」以

下 の 記 述 は い ろ い

ろ 書 け る で あ ろ う

が 、こ こ は 加 点 事 由

に な る と 思 わ れ る 。

な お 、大 阪 地 裁 令 和

2 年 1 月 2 0 日 判 決・

油 冷 式 ス ク リ ュ 圧

縮 機 事 件 は 、侵 害 肯

定 説 。  


